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                                 保健
師が介入できるきっかけとして、子育てをして
いれば健診や学校でひっかかるが、子どもが
いなくて働いていない主婦や支援を受けてい
ない高齢者はどうやって保健師が把握してい
るのだろうか。保健師と行政の情報の共有や
連携にも、情報格差が見られる。これは今後
の私たちの課題だと思う。
箕面市の外国人向けHP： http://city.minoh.
lg.jp/kurashi/gaikokujin/index.html
東大阪市保健所のHP：https://ssl.city.minoh.
lg.jp/kurashi/gaikokujin/index.html
東大阪市保健所のHP：http://www.city.
higashiosaka.osaka.jp/110/110010/index2.
html
箕面市医療保健センターのHP：http://www.
mmhc.or.jp/minoh_link.html
いずれも2010 年9月19日現在。
??????
　私は2年間看護師として働いていたが、そ
の間外国籍の方が入院してくる事は2度あっ
た。京都という外国人観光客が多い土地柄
の大きな病院ではあったが、外国人に対す
るコミュニケーションの院内研修や、入院中
の患者さんにＩＣを行う際の通訳の同席はな
かった。
　私が勤めていた病棟は精神科であったた
め、措置入院や医療保護入院といった、簡
単に言うと、外の生活では自傷・他害のおそ
れがあるため、隔離し保護するという目的で
本人の意志なく入院するケースが多かった。
その外国籍の方も、配偶者の許可だけで入
院したケ スーで自分の病識もないため、「閉じ
込められた。病気ではない。うちに、国に帰
る。」と暴れていた。無理もないと思う。患者
さんにとっては病気でもないのに、外国の病
院に閉じ込められ、話のできる家族と面会も
できず、薬を飲めだの、飲まないなら注射を
するなどと言われるのは、恐怖だし、信頼し
ろという方が難しい。
　病状がある程度回復し、自分の置かれて
いる状況を理解しはじめた時には、日本語で
はなく、母語で再度ＩＣがなされるべきだと
思う。今のところ病院の入院の同意書や説明
文書は外国籍の方、日本人でも高齢者には優
しくない。漢字ばかりで字も小さい。理解し
にくい用語も数多くある。これを病院組織と
通訳士が連携して、多言語に対応したり、通
訳士にもＩＣの前に事前に病気の説明をする
場を設けるなど、入院の前から退院後まで一
貫した準備が必要である。これは病院毎に向
上させていくべきことでもあり、また厚生労
働省などの統括の役割を持つ組織で啓発して
7 もう一つの日本語で語る多文化共生社会
いかなければ浸透しないことだろう。外国籍
の方が多い地域の総合病院などをモデル病
院として、院内を多言語表記にする、大学と
協力してやさしい日本語の講習や、外国籍の
患者を対象とした満足度調査を行ってニーズ
をより抽出するなど、私たち一人一人におりて
くるような対策が求められていると思う。
　すぐに対応できる事としては、パソコン環
境にない高齢者や外国籍の方のためにも、駅
や道路、バス等の公共交通機関に地域の地
図を掲示し、病院がどこにあるかだけでなく、
多言語で診療科や診療受付時間等を表記し、
医療や保健と患者をよりつなぎやすいものに
することが期待される。また、外国人登録さ
れている方の住宅に、民生委員など地域で見
守る役割にある人や保健師が、ラーメンマッ
プのように、地域の病院マップを多言語で作
成、配布できれば、家庭訪問をできない家
庭にも情報を届ける事ができるだろう。
　また、実習の際に「帰国した子どもの教育
センター校」を訪問した学生からの報告を聞
き、私達はもっと、日本以外の国の生活習慣
や文化、またどのくらいの人数が日本に居住
していて、何をしているのかなどを知る必要
があると感じた。学校教育でも、日本の文化
を教えるとともに、近隣諸国についての知識
を増やし、国際交流を図ることが望まれる。
教育を通りこした世代のためにも、『地球の歩
き方』の基本情報くらいの内容は冊子にして、
公共機関に設置するべきだと思う。
まとめ
　私たちは日本在住の外国人の暮らしや現
状、そして日本のサポート体制を知る機会が
少ない。私はこの演習を通して、やさしい日
本語や、日本語でコミュニケーションを取る
事の難しさを学んだ。しかし現状では、やさ
しい日本語の原則を知って日常で活用できる
人は少ないと思う。
　医療者としての役割がある私には、外国籍
の方にも、日本の医療を必要としている人に
も、自分の使う日本語が分かりやすく、医療
専門用語を使わない形で、どの年代の方にも
理解できるものになるような配慮が必要だ。
毎日同じ職場で働いていると、自分の所属す
る場所がスタンダードになってしまう。しかし
一歩外に出ると、生育環境や文化背景、使
用する単語も、知っているであろう知識も、
人によって異なる。
　私は精神科で働いている時、患者さんが
皆病気を正しく理解していること、薬が飲め
ることを普通のことだとは全く思わなかった。
他の科では当たり前に病気を受け止め、一人
でできる内服もここでは非常に難しく、そこ
が治療の核になっていると感じていた。自分
の居場所を当然だと思わず、日々疑ってかか
る事、もっと自分たちに何ができるのかを考
えること、また多くの人々が円滑に連携でき
るよう、自分に考えられる範囲で動くことが
大切だと感じた。
